
(1) 国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の策定に伴う対応

【参考】 「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の概要

聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議事務局

資料３

令和４年度
聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議資料

国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の
策定に伴う対応について



(1) 国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の策定に伴う対応

2022年12月 国において、新たに2023年度を初年度とする５か年の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定。

（従前の「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂したもの）

● テレワークの普及や地方移住への関心の高まりなど、社会情勢がこれまでとは大きく変化している中、今こそデジタルの力を活用して地方
創生を加速化・深化し、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。
● 東京圏への過度な一極集中の是正や多極化を図り、地方に住み働きながら、都会に匹敵する情報やサービスを利用できるようにすることで、
地方の社会課題を成長の原動力とし、地方から全国へとボトムアップの成長につなげていく。
● デジタル技術の活用は、その実証の段階から実装の段階に着実に移行しつつあり、デジタル実装に向けた各府省庁の施策の推進に加え、デ
ジタル田園都市国家構想交付金の活用等により、各地域の優良事例の横展開を加速化。
● これまでの地方創生の取組も、全国で取り組まれてきた中で蓄積された成果や知見に基づき、改善を加えながら推進していくことが重要。

「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の基本的考え方 出典：内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局
「デジタル田園都市国家構想総合戦略（概要）（令和４年12月23日閣議決定）」

「第２期聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略」についても、計画期間の終了（２０２４年度末）までに対応を検討。

【検討手法（現時点の想定）】
● 現総合戦略におけるKPI達成状況や、2022年度実施の「聖籠町の居住に関するアンケート調査」の結果を踏まえ、町の課題を抽出。
● 併せて、「第５次聖籠町総合計画」や「聖籠町経営戦略推進プラン」に基づき、デジタル技術を活用した地方創生の取組を検討。
● 庁内横断的な組織である「自治体DX推進ワーキンググループ」と連携し、デジタル化に向けた課題や推進体制について整理。

→ 聖籠町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議における審議を経て、新たな総合戦略を策定予定。取組期間は、国の総合戦略を勘案する。

【参考】 聖籠町経営戦略推進プラン（2023年３月策定）

５ 組織力向上戦略

職員の能力を最大限発揮できる組織体制を構築するとともに、多様な主体と協働し、質の高い行政サービスを目指します。

(1) 時代に即した組織への変革

ア DX（デジタルトランスフォーメーション）に対応した取組の推進

町民の利便性向上及び職員の働き方改革の観点を踏まえ、マイナンバーカードを効果的に活用した各種行政サービスの展開や、庁内業務の

デジタル化・オンライン化を積極的に推進します。

※まち・ひと・しごと創生法第10条第１項により、市町村は、国の総合戦略を勘案し、地域の実情に応じた地方版総合戦略を定めるよう努めなければならないとされている。
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出典：内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局
「デジタル田園都市国家構想総合戦略（概要）（令和４年12月23日閣議決定）」【参考】 「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の概要



【参考】 「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の概要
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出典：内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局
「デジタル田園都市国家構想総合戦略（概要）（令和４年12月23日閣議決定）」


